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金属酸化物表面の反応性は，表面の構造や原子組成により大きく異なるこ

とが知られている。ZnO もその一つである。ウルツ鉱型結晶構造をとる ZnO
には，c 軸に垂直に結晶を切った時に現れる(0001)と(000-1)表面，および c
軸と平行な(10-10)表面が安定に存在する。(10-10)表面は同数の Zn と O 原

子により，(0001)と(000-1)表面は理想的には Zn 原子と O 原子のみでそれぞ

れ終端されている。本研究では，様々な分子（水，メタノール，エタンチオール，

テトラチアフルバレンであり，いずれも Lewis 塩基性を持つ）の ZnO 表面での

反応性を光電子分光により検証し，Zn と O 原子の表面反応における役割を

明らかにした。光電子分光測定は，BL-13A の SES200 光電子分光装置を用

いて行った。 
Fig. 1 は，テトラチアフ

ルバレンとエタンチオー

ル吸着面のS 2p内殻準

位スペクトルと，その強

度から求めた吸着量の

表面 Zn 密度に対するプ

ロット図である。ZnO 表

面の吸着活性は，全て

の分子に共通して，表面

Zn 原子密度に比例して

高くなる。これに対して，

解離に対する反応性は

表面 O 原子密度に比例

す る 。 こ の こ と か ら ，

Lewis 塩基分子は Zn 原

子との結合により表面に

束縛され，隣接 O 原子

により分解反応が促進

されることが分かる。 
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Fig. 1 (top) S 2p spectra of the ZnO surfaces covered
with tetrathiafulvalene and ethanethiol.  (bottom)
Relative coverages of adsorbates plotted against the
surface Zn concentration of the ideal ZnO surfaces.  


